
編
集
後
記

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
、

色
々
な
行
事
が
縮
小
、
中
止

に
な
る
な
ど
今
ま
で
に
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
コ
ロ
ナ
禍

で
過
ご
す
一
年
間
で
し
た
。

議
場
に
於
い
て
も
マ
ス
ク
着

用
は
勿
論
の
こ
と
飛
沫
感
染

対
策
ア
ク
リ
ル
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
の
設
置
、
昼
食
事
も

よ
り
広
い
委
員
会
室
で
行
う

な
ど
三
密
を
防
ぐ
感
染
対
策

を
行
い
ま
し
た
。
一
日
も
早

い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で

す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
新
た
な
年
が
皆
様
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
も
の
と

な
り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

◎
広
報
委
員

　委
員
長

　黒
岩

　
　巧

　委

　員

　牧
山

　
　明

　
　
　
　
　萩
原

　宗
仁

　
　
　
　
　梶
野

　寛
丈

12月定例会の内容をお伝えします

表紙：たくみの里（アマビエ）
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　令和2年12月23日（水）国県道改良等促進特別委員会（牧山　明委員長以下５名）の現地調査が実

施されました。当日は平成25年度より事業着手し令和2年11月に完了となった県道大笹北軽井沢線と

平成13年度より事業着手し、これまで3.8㎞の道路整備が完了し最終工区となっている小宿橋工区の

現地調査を実施しました。
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会

長
野
原
町
議
会
だ
よ
り

「国県道改良等促進特別委員会」現地調査実施

ＱＲコードから議会

だよりをダウンロー

ドできます

令
和
３
年
1
月
第
１
２
６
号

令
和
３
年
1
月
２
６
日
発
行

県道大笹北軽井沢線視察状況

県道嬬恋応桑線視察状況

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
を
祈
っ
て



ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２６　 　２３　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２６

１２月定例会（可決議案・条例改正）

12月定例会で

こんなことが決まりました

条例制定

設
置
、管
理
規
定
を
整
備

　令
和
３
年
３
月
開
館
を
予
定
し
て
い
る
林
地
区
に

建
設
中
の
や
ん
ば
天
明
泥
流
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
つ
い

て
、
設
置
及
び
管
理
条
例
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の

施
設
は
、
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
で
出

土
し
た
遺
物
を
保
存
収
蔵
し
、
展
示
し
て
歴
史
や
文

化
を
後
生
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

福祉医療費とは？

⇒子ども、重度心身障害者などが医療機関で受診した費用の一部を

公費で負担するもの。

や
ん
ば
天
明
泥
流
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

観
覧
料
な
ど
決
ま
る

○12月定例会（会期12/3-12/17）

専決処分　　　　　　　………　３件

条例制定・改正　　　　………　６件

補正予算　　　　　　　………　５件

選挙　　　　　　　　　………　１件

工事請負契約　　　　　………　１件

合　　計　　　　　　　………　16件主なものを当㌻より掲載します。

■観覧料一覧

区　　分

一　　　　般

小学生・中学生

観覧料（一人につき）

個　人

６００円

４００円

団体（１５人以上）

５００円

３００円

※尚、町内に住所を有する者及び小学校就学前の者は無料。

関連㌻議案番号

承
　
　
　
認

選
　
挙

議
　
　
　
　
案

議　案　名 内　　容

■12月定例会で可決した議案一覧

１号

２号

３号

１号

２号

３号

４号

５号

６号

７号

｜

１１号

１２号

１号

－

３

４

－

４

－

２

５

４

６

職員の給与に関する条例の一部改正

町長、副町長及び教育長の諸給与条例の一部
改正

議員の報酬等に関する条例の一部改正

福祉医療費の支給に関する条例の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正

浅間牧場売店施設の設置及び管理に関する条
例の一部改正

公園等の設置及び管理に関する条例の一部改
正

町立学校設置条例の一部改正

やんば天明泥流ミュージアムの設置及び管理
に関する条例制定

一般会計・４特別会計補正予算

選挙管理委員会委員及び補充員の選挙

工事請負契約の変更（町防災行政無線システ
ムデジタル化整備工事）

人事院勧告に伴い、職員の期末手当などを引き
下げる専決処分をしたもの。

県補助金交付要綱の改正により重度心身障害者に
対して所得制限を設けるもの。

地方税法施行令を一部改正する政令の施行に伴
い、主に個人所得税の見直しによる軽減判定所
得基準の見直し及び規定の整備をするもの。

使用料について災害時に特別な理由があるとき
の減免規定を設けるもの。

八ッ場ダム関連で整備した５公園を追加するもの。

中央小学校と第一小学校の統合に伴い文言を修
正するもの。

開館に向け、業務内容、観覧料などの規定を整
備するもの。

令和２年度一般会計や国民健康保険、へき地診
療所など４特別会計を補正するもの。

任期満了に伴い、委員及び補充員の選挙を行う
もの。

工事費確定に伴い、契約金額を増額して変更契
約を締結するもの。

条

例

改

正

重度心身障害者

医療費支給に所得制限
　県の補助金交付要綱の改正に伴い、令和５年８月より重度心身障害者に対する福祉医療費の

支給に所得制限を設ける条例改正を行いました。あわせて、受給者証の更新が毎年必要となりま

す。所得制限となる概ねの金額は、単身の場合３６０万円以上、扶養義務者などがいる場合６５

０万円以上です。



ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２６　 　２３　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２６

１２月定例会（可決議案・条例改正）

12月定例会で

こんなことが決まりました

条例制定

設
置
、管
理
規
定
を
整
備

　令
和
３
年
３
月
開
館
を
予
定
し
て
い
る
林
地
区
に

建
設
中
の
や
ん
ば
天
明
泥
流
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
つ
い

て
、
設
置
及
び
管
理
条
例
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の

施
設
は
、
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
で
出

土
し
た
遺
物
を
保
存
収
蔵
し
、
展
示
し
て
歴
史
や
文

化
を
後
生
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

福祉医療費とは？

⇒子ども、重度心身障害者などが医療機関で受診した費用の一部を

公費で負担するもの。

や
ん
ば
天
明
泥
流
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

観
覧
料
な
ど
決
ま
る

○12月定例会（会期12/3-12/17）

専決処分　　　　　　　………　３件

条例制定・改正　　　　………　６件

補正予算　　　　　　　………　５件

選挙　　　　　　　　　………　１件

工事請負契約　　　　　………　１件

合　　計　　　　　　　………　16件主なものを当㌻より掲載します。

■観覧料一覧

区　　分

一　　　　般

小学生・中学生

観覧料（一人につき）

個　人

６００円

４００円

団体（１５人以上）

５００円

３００円

※尚、町内に住所を有する者及び小学校就学前の者は無料。

関連㌻議案番号

承
　
　
　
認

選
　
挙

議
　
　
　
　
案

議　案　名 内　　容

■12月定例会で可決した議案一覧

１号

２号

３号

１号

２号

３号

４号

５号

６号

７号

｜

１１号

１２号

１号

－

３

４

－

４

－

２

５

４

６

職員の給与に関する条例の一部改正

町長、副町長及び教育長の諸給与条例の一部
改正

議員の報酬等に関する条例の一部改正

福祉医療費の支給に関する条例の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正

浅間牧場売店施設の設置及び管理に関する条
例の一部改正

公園等の設置及び管理に関する条例の一部改
正

町立学校設置条例の一部改正

やんば天明泥流ミュージアムの設置及び管理
に関する条例制定

一般会計・４特別会計補正予算

選挙管理委員会委員及び補充員の選挙

工事請負契約の変更（町防災行政無線システ
ムデジタル化整備工事）

人事院勧告に伴い、職員の期末手当などを引き
下げる専決処分をしたもの。

県補助金交付要綱の改正により重度心身障害者に
対して所得制限を設けるもの。

地方税法施行令を一部改正する政令の施行に伴
い、主に個人所得税の見直しによる軽減判定所
得基準の見直し及び規定の整備をするもの。

使用料について災害時に特別な理由があるとき
の減免規定を設けるもの。

八ッ場ダム関連で整備した５公園を追加するもの。

中央小学校と第一小学校の統合に伴い文言を修
正するもの。

開館に向け、業務内容、観覧料などの規定を整
備するもの。

令和２年度一般会計や国民健康保険、へき地診
療所など４特別会計を補正するもの。

任期満了に伴い、委員及び補充員の選挙を行う
もの。

工事費確定に伴い、契約金額を増額して変更契
約を締結するもの。

条

例

改

正

重度心身障害者

医療費支給に所得制限
　県の補助金交付要綱の改正に伴い、令和５年８月より重度心身障害者に対する福祉医療費の

支給に所得制限を設ける条例改正を行いました。あわせて、受給者証の更新が毎年必要となりま

す。所得制限となる概ねの金額は、単身の場合３６０万円以上、扶養義務者などがいる場合６５

０万円以上です。



ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２６　 　４５　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２６

１２月定例会（各会計補正予算） １２月定例会（条例改正・契約変更）

1億1,141万円165万円 300万円

環境衛生事業 道路維持事業 観光施設維持補修工事ICT教育環境整備事業

契約金額

4億5,848万円

契約先

クシダ工業(株)

備考

変更額2,948万円増

工事名

防災行政無線システムデジタル化整備工事

■契約変更一覧

条例改正

防災行政無線デジタル化について

⇒通信ニーズの多様化、高度化に伴い電波法改正でアナログ方式が令和４年

に利用終了となるためデジタル化が進められている。

学習プラットホーム構築とは？

⇒学習用ソフトウエアを動かすための環境を整えること。

　
八
ッ
場
ダ
ム
関
連
事
業
で
整
備
さ
れ
た
５
公
園
を
供
用
開
始
に

向
け
、
設
置
及
び
管
理
条
例
に
追
加
し
ま
し
た
。

■１２月定例会（12/9）

　一般会計補正予算（第８号）

　1億8,919万円増額（計63億2,533万円）

一般会計補正額一覧（千円以下切捨）

特別会計

国民健康保険

へき地診療所

介護保険

後期高齢者医療

補正額

561万円

256万円

270万円

768万円

補正後総額

7億7,287万円

9,157万円

6億6,862万円

9,539万円

■表　特別会計補正予算一覧（１２月定例会）

（千円以下切捨）

一般会計

　
　
　
黒
岩
議
員
　
新
型
コ

　
　
　
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
抗
体

検
査
を
受
け
た
人
数
は
。

　
　
　
町
民
生
活
課
長
　
医

　
　
　
療
介
護
従
事
者
２
３

８
名
、
そ
の
他
４
６
名
、
計

２
８
４
名
。

　
　
　
黒
岩
議
員
　
旧
北
軽

　
　
　
井
沢
研
修
セ
ン
タ
ー

を
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
す

る
計
画
内
容
は
。

　
　
　
町
民
生
活
課
長
　
旧

　
　
　
会
議
室
を
土
間
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
施
工
し
、
建
物

内
に
ト
ラ
ッ
ク
を
入
れ
て
ゴ

ミ
を
回
収
す
る
構
造
で
検
討
。

抗
体
検
査
の
受
診
者
数
は

主
に
医
療
介
護
従
事
者
が

受
診

旧
会
議
室
に
ト
ラ
ッ
ク

を
入
れ
て
回
収
で
検
討

質
疑
応
答

　
　
　
星
河
議
員
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ

　
　
　
教
育
の
環
境
整
備
は

ど
こ
ま
で
進
ん
だ
か
。

　
　
　
教
育
課
長
　
タ
ブ
レ

　
　
　
ッ
ト
３
８
０
台
は
既

に
業
者
に
納
入
し
設
定
中
。

各
学
校
で
は
Ｗ
ｉ
ｆ
ｉ
環
境

整
備
を
発
注
。
今
回
補
正
の

県
統
一
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
構

築
と
合
わ
せ
、
令
和
３
年
度

当
初
に
本
格
稼
働
。

　
　
　
星
河
議
員
　
防
災
行

　
　
　
政
無
線
変
更
見
積
の

差
額
は
、
検
討
し
た
か
。

　
　
　
総
務
課
長
　
戸
別
受

　
　
　
信
機
単
体
で
は
季
節

変
動
に
よ
る
強
度
が
弱
く
、

建
物
の
遮
蔽
率
、
設
置
位
置

な
ど
で
も
変
わ
る
。
確
実
に

受
信
す
る
た
め
に
必
要
。

旧
北
軽
研
修
セ
ン
タ
ー

の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

計
画
と
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整
備

の
進
捗
は

確
実
な
受
信
の
た
め
必
要

防
災
行
政
無
線
変
更
額

の
検
討
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
設
定
や

各
学
校
の
環
境
整
備
を

発
注

旧北軽研修センターのゴミステ

ーション設計業務

舗装長寿命化計画に基づく町道舗

装補修など

八ッ場ふるさと館のコロナ対策

自動ドア化

県統一学習プラットホーム構築に

係る端末管理設定など

200万円

　
令
和
２
年
度
一
般
及
び
４
特
別
会
計
補
正
予
算
を
全
員
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。
今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
１

億
８
，
９
１
９
万
円
の
追
加
補
正
を
行
う
も
の
で
、
主
に
長

野
原
町
舗
装
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
道
路
維
持
補
修
な
ど

を
行
う
も
の
で
す
。

ダ
ム
関
連

５
公
園
を
追
加

八ッ場林ふるさと公園八ッ場林ふるさと公園 長野原さくら公園長野原さくら公園

湯けむり広場湯けむり広場

源泉公園源泉公園

八ッ場大橋公園八ッ場大橋公園

名　　称

八ッ場大橋公園

湯けむり広場

源泉公園

八ッ場林ふるさと公園

長野原さくら公園

■公園一覧

地区名

川原湯

川原湯

川原湯

林

長野原

防災行政無線デジタル化

事業費確定
　昨年度より整備が進められている２月完了予定の防災行政無線

デジタル化工事は、事業費確定に伴い契約変更となりました。

工事請負契約変更

軽減

割合

■軽減判定所得基準見直し一覧

軽減判定所得基準

現　　行 改　正　後

７割 基礎控除額（33万円）
基礎控除額（43万円）

　＋10万円×（給与所得者等の数―１）

基礎控除額（43万円）＋28.5万円×被保険者数

　＋10万円×（給与所得者等の数―１）

基礎控除額（43万円）＋52万円×被保険者数

　＋10万円×（給与所得者等の数―１）

基礎控除額（33万円）

　＋28.5万円×被保険者数

基礎控除額（33万円）

　＋52万円×被保険者数

５割

２割

国民健康保険税

軽減判定所得基準を見直す
　地方税法施行令の一部改正に伴い、国民健康保険税条例を改正しました。

　主に個人所得税の見直しにあわせて、軽減判定所得基準が見直しとなります。

町
道
補
修
事
業
など

可
決

環境衛生事業環境衛生事業 道路維持事業道路維持事業 ICT教育環境整備事業ICT教育環境整備事業 観光施設維持補修工事観光施設維持補修工事



ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２６　 　４５　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２６

１２月定例会（各会計補正予算） １２月定例会（条例改正・契約変更）

1億1,141万円165万円 300万円

環境衛生事業 道路維持事業 観光施設維持補修工事ICT教育環境整備事業

契約金額

4億5,848万円

契約先

クシダ工業(株)

備考

変更額2,948万円増

工事名

防災行政無線システムデジタル化整備工事

■契約変更一覧

条例改正

防災行政無線デジタル化について

⇒通信ニーズの多様化、高度化に伴い電波法改正でアナログ方式が令和４年

に利用終了となるためデジタル化が進められている。

学習プラットホーム構築とは？

⇒学習用ソフトウエアを動かすための環境を整えること。

　
八
ッ
場
ダ
ム
関
連
事
業
で
整
備
さ
れ
た
５
公
園
を
供
用
開
始
に

向
け
、
設
置
及
び
管
理
条
例
に
追
加
し
ま
し
た
。

■１２月定例会（12/9）

　一般会計補正予算（第８号）

　1億8,919万円増額（計63億2,533万円）

一般会計補正額一覧（千円以下切捨）

特別会計

国民健康保険

へき地診療所

介護保険

後期高齢者医療

補正額

561万円

256万円

270万円

768万円

補正後総額

7億7,287万円

9,157万円

6億6,862万円

9,539万円

■表　特別会計補正予算一覧（１２月定例会）

（千円以下切捨）

一般会計

　
　
　
黒
岩
議
員
　
新
型
コ

　
　
　
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
抗
体

検
査
を
受
け
た
人
数
は
。

　
　
　
町
民
生
活
課
長
　
医

　
　
　
療
介
護
従
事
者
２
３

８
名
、
そ
の
他
４
６
名
、
計

２
８
４
名
。

　
　
　
黒
岩
議
員
　
旧
北
軽

　
　
　
井
沢
研
修
セ
ン
タ
ー

を
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
す

る
計
画
内
容
は
。

　
　
　
町
民
生
活
課
長
　
旧

　
　
　
会
議
室
を
土
間
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
施
工
し
、
建
物

内
に
ト
ラ
ッ
ク
を
入
れ
て
ゴ

ミ
を
回
収
す
る
構
造
で
検
討
。

抗
体
検
査
の
受
診
者
数
は

主
に
医
療
介
護
従
事
者
が

受
診

旧
会
議
室
に
ト
ラ
ッ
ク

を
入
れ
て
回
収
で
検
討

質
疑
応
答

　
　
　
星
河
議
員
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ

　
　
　
教
育
の
環
境
整
備
は

ど
こ
ま
で
進
ん
だ
か
。

　
　
　
教
育
課
長
　
タ
ブ
レ

　
　
　
ッ
ト
３
８
０
台
は
既

に
業
者
に
納
入
し
設
定
中
。

各
学
校
で
は
Ｗ
ｉ
ｆ
ｉ
環
境

整
備
を
発
注
。
今
回
補
正
の

県
統
一
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
構

築
と
合
わ
せ
、
令
和
３
年
度

当
初
に
本
格
稼
働
。

　
　
　
星
河
議
員
　
防
災
行

　
　
　
政
無
線
変
更
見
積
の

差
額
は
、
検
討
し
た
か
。

　
　
　
総
務
課
長
　
戸
別
受

　
　
　
信
機
単
体
で
は
季
節

変
動
に
よ
る
強
度
が
弱
く
、

建
物
の
遮
蔽
率
、
設
置
位
置

な
ど
で
も
変
わ
る
。
確
実
に

受
信
す
る
た
め
に
必
要
。

旧
北
軽
研
修
セ
ン
タ
ー

の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

計
画
と
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整
備

の
進
捗
は

確
実
な
受
信
の
た
め
必
要

防
災
行
政
無
線
変
更
額

の
検
討
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
設
定
や

各
学
校
の
環
境
整
備
を

発
注

旧北軽研修センターのゴミステ

ーション設計業務

舗装長寿命化計画に基づく町道舗

装補修など

八ッ場ふるさと館のコロナ対策

自動ドア化

県統一学習プラットホーム構築に

係る端末管理設定など

200万円

　
令
和
２
年
度
一
般
及
び
４
特
別
会
計
補
正
予
算
を
全
員
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。
今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
１

億
８
，
９
１
９
万
円
の
追
加
補
正
を
行
う
も
の
で
、
主
に
長

野
原
町
舗
装
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
道
路
維
持
補
修
な
ど

を
行
う
も
の
で
す
。

ダ
ム
関
連

５
公
園
を
追
加

八ッ場林ふるさと公園八ッ場林ふるさと公園 長野原さくら公園長野原さくら公園

湯けむり広場湯けむり広場

源泉公園源泉公園

八ッ場大橋公園八ッ場大橋公園

名　　称

八ッ場大橋公園

湯けむり広場

源泉公園

八ッ場林ふるさと公園

長野原さくら公園

■公園一覧

地区名

川原湯

川原湯

川原湯

林

長野原

防災行政無線デジタル化

事業費確定
　昨年度より整備が進められている２月完了予定の防災行政無線

デジタル化工事は、事業費確定に伴い契約変更となりました。

工事請負契約変更

軽減

割合

■軽減判定所得基準見直し一覧

軽減判定所得基準

現　　行 改　正　後

７割 基礎控除額（33万円）
基礎控除額（43万円）

　＋10万円×（給与所得者等の数―１）

基礎控除額（43万円）＋28.5万円×被保険者数

　＋10万円×（給与所得者等の数―１）

基礎控除額（43万円）＋52万円×被保険者数

　＋10万円×（給与所得者等の数―１）

基礎控除額（33万円）

　＋28.5万円×被保険者数

基礎控除額（33万円）

　＋52万円×被保険者数

５割

２割

国民健康保険税

軽減判定所得基準を見直す
　地方税法施行令の一部改正に伴い、国民健康保険税条例を改正しました。

　主に個人所得税の見直しにあわせて、軽減判定所得基準が見直しとなります。

町
道
補
修
事
業
など

可
決

環境衛生事業環境衛生事業 道路維持事業道路維持事業 ICT教育環境整備事業ICT教育環境整備事業 観光施設維持補修工事観光施設維持補修工事



ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２６　 　６７　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２６

請願・陳情の審査結果

選挙管理委員会とは？

⇒行政委員会のひとつ。４人で組織され任期は４年。

国土強靱化地域計画とは？

⇒大規模自然災害時に人命を守り、経済社会への被害を抑制し迅速に

　回復につなげる地域ごとの計画。

■審査結果一覧

受理番号 件　　名 提　出　者 内　　容 結　果

２３号

ぐんま子ども

愛育の会

会長

猪熊篤史

文書配布

父母による子どもの共同養

育に関する陳情

夫婦の離婚後など子ども

の最善の利益が守られる

ことが必要であり、また

離婚後等単独親権制を改

正するため、国へ意見書

の提出を求める陳情

２４号

群馬県医療労働組合

連合会

中央執行委員長

石関貞夫

安全・安心の医療・介護の

実現と国民のいのちと健康

を守るための陳情

新型コロナウイルス感染

対策を教訓に、安全・安

心の医療・介護の実現と

国民のいのちと健康を守

る公衆衛生施策の充実を

図るため、国へ意見書の

提出を求める陳情

採択
（意見書の提出）

コロナ禍の医療体制充実図る

国へ意見書提出
　１１月末日までに受理された陳情２件の

内１件は、１２月議会定例会（３日）に所管

の常任委員会へ付託・審議されました。

　総務文教常任委員会へ付託された陳情１件は、新型コ

ロナウイルス感染症の拡大によって切迫する医療体制な

どの充実を図る内容で今後必要なことから採択とした。

選　挙

 

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
議
長
の
指
名
推
選
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
当
選
人
が

決
定
し
ま
し
た
。
欠
員
と
な
っ
て
い
た
補
充
員
に
は
、
女

性
の
綿
貫
と
み
子
氏
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
（
３
日
目
17

日
）

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
及
び
補
充
員
を

決
定

１２月定例会で行われた議会全員協議会の主な内容は下記のとおりです。

●長野原町防災行政無線整備の変更について

　昨年度から実施のデジタル化工事が２月の事業完了

に向け、契約変更を行うことになりました。現地の受信

状況や災害対応などを踏まえ請負額が増額となりま

す。質問は、契約変更に伴う数量、金額に対し、経緯や理由などについて行われました。

●高齢者に対する情報提供及び伝達について

　生活環境や住民ニーズの変化に対応するため質の高い公共サービス提供を目的に、６５歳以

上の町民に実施したアンケートの結果について報告がありました。質問は、アンケート結果の捉

え方や情報を提供する方法などについて行われました。

●令和元年台風１９号災害の復旧状況について

　災害復旧工事について、年度内の完了を目指し鋭意進めている説明がありました。災害によっ

ては、河川を防火用水として利用する地域があり、優先して復旧を望む質問が行われました。今

回の災害は今まで経験がないほど甚大であり、全ての現場で緊急度が高いことから、早期復旧

を目指して進めていくよう改めて要望しました。

●町道の維持管理について

　平成３０年度に町全体の町道維持に向けた舗装長寿命化計画を策定。今後国土強靱化地域

計画を検討する上で重要な路線を踏まえ、補修の緊急性が高い箇所から計画的に進めていく

説明がありました。質問は、どのような方法や基準で緊急度を判断しているかなどについて行わ

れました。

議会全員協議会の内容を紹介します
　１２月定例会で行われた議会全員協議会の主な内容は下記のとおりです。

■選挙管理委員及び補充員一覧

【委　員】

氏　名 地区名

【補充員】

氏　名 地区名

萩　原　　　昇

今　村　敬　二

長 谷 川 　　 誠

山　本　友　好

横　壁

大　津

長野原

羽根尾

永　井　芳　司

萩　原　　　準

塩　野　哲　夫

綿　貫　とみ子

北軽井沢

応　桑

大　津

川原畑
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請願・陳情の審査結果

選挙管理委員会とは？

⇒行政委員会のひとつ。４人で組織され任期は４年。

国土強靱化地域計画とは？

⇒大規模自然災害時に人命を守り、経済社会への被害を抑制し迅速に

　回復につなげる地域ごとの計画。

■審査結果一覧

受理番号 件　　名 提　出　者 内　　容 結　果

２３号

ぐんま子ども

愛育の会

会長

猪熊篤史

文書配布

父母による子どもの共同養

育に関する陳情

夫婦の離婚後など子ども

の最善の利益が守られる

ことが必要であり、また

離婚後等単独親権制を改

正するため、国へ意見書

の提出を求める陳情

２４号

群馬県医療労働組合

連合会

中央執行委員長

石関貞夫

安全・安心の医療・介護の

実現と国民のいのちと健康

を守るための陳情

新型コロナウイルス感染

対策を教訓に、安全・安

心の医療・介護の実現と

国民のいのちと健康を守

る公衆衛生施策の充実を

図るため、国へ意見書の

提出を求める陳情

採択
（意見書の提出）

コロナ禍の医療体制充実図る

国へ意見書提出
　１１月末日までに受理された陳情２件の

内１件は、１２月議会定例会（３日）に所管

の常任委員会へ付託・審議されました。

　総務文教常任委員会へ付託された陳情１件は、新型コ

ロナウイルス感染症の拡大によって切迫する医療体制な

どの充実を図る内容で今後必要なことから採択とした。

選　挙

 

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
議
長
の
指
名
推
選
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
当
選
人
が

決
定
し
ま
し
た
。
欠
員
と
な
っ
て
い
た
補
充
員
に
は
、
女

性
の
綿
貫
と
み
子
氏
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
（
３
日
目
17

日
）

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
及
び
補
充
員
を

決
定

１２月定例会で行われた議会全員協議会の主な内容は下記のとおりです。

●長野原町防災行政無線整備の変更について

　昨年度から実施のデジタル化工事が２月の事業完了

に向け、契約変更を行うことになりました。現地の受信

状況や災害対応などを踏まえ請負額が増額となりま

す。質問は、契約変更に伴う数量、金額に対し、経緯や理由などについて行われました。

●高齢者に対する情報提供及び伝達について

　生活環境や住民ニーズの変化に対応するため質の高い公共サービス提供を目的に、６５歳以

上の町民に実施したアンケートの結果について報告がありました。質問は、アンケート結果の捉

え方や情報を提供する方法などについて行われました。

●令和元年台風１９号災害の復旧状況について

　災害復旧工事について、年度内の完了を目指し鋭意進めている説明がありました。災害によっ

ては、河川を防火用水として利用する地域があり、優先して復旧を望む質問が行われました。今

回の災害は今まで経験がないほど甚大であり、全ての現場で緊急度が高いことから、早期復旧

を目指して進めていくよう改めて要望しました。

●町道の維持管理について

　平成３０年度に町全体の町道維持に向けた舗装長寿命化計画を策定。今後国土強靱化地域

計画を検討する上で重要な路線を踏まえ、補修の緊急性が高い箇所から計画的に進めていく

説明がありました。質問は、どのような方法や基準で緊急度を判断しているかなどについて行わ

れました。

議会全員協議会の内容を紹介します
　１２月定例会で行われた議会全員協議会の主な内容は下記のとおりです。

■選挙管理委員及び補充員一覧

【委　員】

氏　名 地区名

【補充員】

氏　名 地区名

萩　原　　　昇

今　村　敬　二

長 谷 川 　　 誠

山　本　友　好

横　壁

大　津

長野原

羽根尾

永　井　芳　司
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国保町立小鹿野中央病院での概要説明

みなかみ町

　令和２年１１月２５日（水）①ＳＤＧｓ②廃校利用③観光振

興を視察のテーマとして先進的な取り組みのみられるみなかみ

町の視察を行いました。

■
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ユ
ネ
ス
コ

　

 
エ
コ
パ
ー
ク
の
町

　
み
な
か
み
町
は
令
和
元
年

度
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
」
と
し
て
全
国
31
団
体
の

ひ
と
つ
に
選
定
さ
れ
て
い

る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
テ
ー
マ
と

し
て
掲
げ
て
い
る
の
が
「
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
の
町

と
し
て
の
取
り
組
み
で
あ

る
。
豊
か
で
貴
重
な
自
然
が

多
く
残
さ
れ
、
観
光
や
農
業

に
活
か
す
取
り
組
み
が
世
界

的
に
認
め
ら
れ
２
０
１
７
年

６
月
14
日
に
「
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
」
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

行政視察レポート

黒岩　巧　議員

　
「
ア
ウ
ト
ド
ア
天
国
」
み

な
か
み
町
に
は
、
ダ
ム
湖
面

や
連
続
し
た
渓
谷
・
山
岳
を

活
か
し
た
26
種
類
の
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
と
そ
れ
を
行
う
36

の
事
業
者
が
あ
る
。

　
紆
余
曲
折
を
経
て
平
成
25

年
４
月
に
は
「
ア
ウ
ト
ド
ア

ス
ポ
ー
ツ
振
興
条
例
」
が
施

行
さ
れ
た
。
「
た
く
み
の

里
」
に
は
３
３
０
ha
の
広
大

な
里
山
を
活
用
し
、
手
作
り

体
験
や
ふ
れ
あ
い
、
昔
懐
か

し
い
農
村
風
景
に
出
会
え
る

場
所
と
し
て
年
間
40
万
人
程

が
訪
れ
て
い
る
。
ま
た
「
フ

ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
モ
ギ
ト
ー

レ
」
は
、
ほ
ぼ
年
間
を
通
じ

て
フ
ル
ー
ツ
狩
り
等
を
楽
し

め
る
体
験
型
施
設
で
あ
る
。

み
な
か
み
町
の
自
然
資
源
を

「
守
り
」
「
活
か
し
」
「
広

め
る
」
取
り
組
み
が
平
成
29

年
６
月
の
「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
」
登
録
へ
と
繋
が
っ

た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
の
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
と
視
察
し
た
各
施

設
は
、
当
町
の
今
後
の
観
光

振
興
の
た
め
に
大
変
参
考
に

な
っ
た
。
町
の
特
色
を
活
か

し
人
を
呼
ぶ
仕
掛
け
・
仕
組

み
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
、

観
光
振
興
に
必
要
だ
と
痛
感

し
た
。
個
人
的
に
は
旧
知
の

職
員
と

の
再
会

も
嬉
し

か
っ
た
。

行政視察レポート

牧山　明　議員

　
「
水
上
、
谷
川
ス
キ
ー
と

登
山
」
と
上
毛
カ
ル
タ
に
あ

る
よ
う
に
、
谷
川
連
峰
、
町

の
面
積
の
９
割
以
上
を
占
め

る
豊
か
な
森
林
、
た
く
み
の

里
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
美
し

い
里
地
・
里
山
、
イ
ヌ
ワ
シ

や
ホ
ソ
バ
ナ
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ

な
ど
貴
重
で
多
様
な
動
植

物
。
豊
な
水
・
温
泉
。
三
国

街
道
と
歴
史
。
町
の
最
大
の

強
み
資
源
、
宝
を
守
る
、
活

か
す
、
広
め
る
様
々
な
取
り

組
み
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
を
目

指
し
た
と
い
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
、
「
水
と
森

林
と
人
を
育
む
み
な
か
み
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
３
０
」
が

森
林
資
源
を
活
用
し
た
稼
ぐ

力
の
強
化
と
循
環
経
済
の
確

立
。
地
域
に
根
ざ
し
た
特
色

あ
る
教
育
と
関
係
人
口
の
増

加
、
森
林
里
山
整
備
と
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
推
進
を
核

に
つ
く
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
素
晴
ら
し
い
。
自
伐
型
林

業
の
推
進
で
広
葉
樹
「
ハ
ー

ド
ウ
ッ
ド
」
に
高
付
加
価
値

を
つ
け
た
高
級
家
具
な
ど
に

利
用
す
る
と
こ
ろ
が
日
本
の

カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
発
祥
の
地
み

な
か
み
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
認
定
は

ス
タ
ー
ト
で
、
よ
り
維
持
可

能
な
地
域
社
会
を
確
立
し
て

い
く
た
め
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ゴ
ー
ル
を

目
指
し

動
き
出

し
て
い

る
こ
と

が
感
じ

ら
れ
ま

し
た
。

■
廃
校
利
用
に
つ
い
て

泊
ま
れ
る
学
校
さ
る
小

　
平
成
20
年
３
月
で
廃
校
と

な
っ
た
猿
ヶ
京
小
学
校
を
活

用
し
て
平
成
24
年
４
月
よ
り

「
泊
ま
れ
る
学
校
　
さ
る

小
」
と
し
て
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
現
在
施
設
の
管
理
運

営
を
行
っ
て
い
る
の
は
一
般

社
団
法
人
猿
ヶ
京
小
学
校
ス

ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
で
あ

る
。
町
は
廃
校
と
な
っ
た
小

学
校
を
こ
の
団
体
に
貸
与
し

て
い
る
の
み
で
あ
り
宿
泊
施

設
に
す
る
た
め
の
必
要
な
改

修
工
事
な
ど
は
全
て
事
業
者

負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
観
光
振
興
に
つ
い
て

ア
ウ
ト
ド
ア
・

 
 
 
 
 
 

た
く
み
の
里

　
み
な
か
み
町
は
古
く
か
ら

ス
キ
ー
や
登
山
な
ど
ア
ウ
ト

ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
町

で
あ
り
、
今
で
も
利
根
川
を

活
用
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
数
多
く
行
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
旧
新
治
村

よ
り
始
め
ら
れ
た
「
た
く
み

の
里
」
も
現
在
、
た
く
み
の

家
の
高
齢
化
な
ど
の
課
題
に

直
面
す
る
中
で
も
試
行
錯
誤

を
重
ね
誘
客
に
努
め
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ア
ウ
ト
ド
ア
天
国
」

み
な
か
み
町



ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２６　 　８９　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２６

国保町立小鹿野中央病院での概要説明

みなかみ町

　令和２年１１月２５日（水）①ＳＤＧｓ②廃校利用③観光振

興を視察のテーマとして先進的な取り組みのみられるみなかみ

町の視察を行いました。

■
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ユ
ネ
ス
コ

　

 

エ
コ
パ
ー
ク
の
町

　
み
な
か
み
町
は
令
和
元
年

度
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
」
と
し
て
全
国
31
団
体
の

ひ
と
つ
に
選
定
さ
れ
て
い

る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
テ
ー
マ
と

し
て
掲
げ
て
い
る
の
が
「
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
の
町

と
し
て
の
取
り
組
み
で
あ

る
。
豊
か
で
貴
重
な
自
然
が

多
く
残
さ
れ
、
観
光
や
農
業

に
活
か
す
取
り
組
み
が
世
界

的
に
認
め
ら
れ
２
０
１
７
年

６
月
14
日
に
「
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
」
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

行政視察レポート

黒岩　巧　議員

　
「
ア
ウ
ト
ド
ア
天
国
」
み

な
か
み
町
に
は
、
ダ
ム
湖
面

や
連
続
し
た
渓
谷
・
山
岳
を

活
か
し
た
26
種
類
の
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
と
そ
れ
を
行
う
36

の
事
業
者
が
あ
る
。

　
紆
余
曲
折
を
経
て
平
成
25

年
４
月
に
は
「
ア
ウ
ト
ド
ア

ス
ポ
ー
ツ
振
興
条
例
」
が
施

行
さ
れ
た
。
「
た
く
み
の

里
」
に
は
３
３
０
ha
の
広
大

な
里
山
を
活
用
し
、
手
作
り

体
験
や
ふ
れ
あ
い
、
昔
懐
か

し
い
農
村
風
景
に
出
会
え
る

場
所
と
し
て
年
間
40
万
人
程

が
訪
れ
て
い
る
。
ま
た
「
フ

ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
モ
ギ
ト
ー

レ
」
は
、
ほ
ぼ
年
間
を
通
じ

て
フ
ル
ー
ツ
狩
り
等
を
楽
し

め
る
体
験
型
施
設
で
あ
る
。

み
な
か
み
町
の
自
然
資
源
を

「
守
り
」
「
活
か
し
」
「
広

め
る
」
取
り
組
み
が
平
成
29

年
６
月
の
「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
」
登
録
へ
と
繋
が
っ

た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
の
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
と
視
察
し
た
各
施

設
は
、
当
町
の
今
後
の
観
光

振
興
の
た
め
に
大
変
参
考
に

な
っ
た
。
町
の
特
色
を
活
か

し
人
を
呼
ぶ
仕
掛
け
・
仕
組

み
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
、

観
光
振
興
に
必
要
だ
と
痛
感

し
た
。
個
人
的
に
は
旧
知
の

職
員
と

の
再
会

も
嬉
し

か
っ
た
。

行政視察レポート

牧山　明　議員

　
「
水
上
、
谷
川
ス
キ
ー
と

登
山
」
と
上
毛
カ
ル
タ
に
あ

る
よ
う
に
、
谷
川
連
峰
、
町

の
面
積
の
９
割
以
上
を
占
め

る
豊
か
な
森
林
、
た
く
み
の

里
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
美
し

い
里
地
・
里
山
、
イ
ヌ
ワ
シ

や
ホ
ソ
バ
ナ
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ

な
ど
貴
重
で
多
様
な
動
植

物
。
豊
な
水
・
温
泉
。
三
国

街
道
と
歴
史
。
町
の
最
大
の

強
み
資
源
、
宝
を
守
る
、
活

か
す
、
広
め
る
様
々
な
取
り

組
み
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
を
目

指
し
た
と
い
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
、
「
水
と
森

林
と
人
を
育
む
み
な
か
み
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
３
０
」
が

森
林
資
源
を
活
用
し
た
稼
ぐ

力
の
強
化
と
循
環
経
済
の
確

立
。
地
域
に
根
ざ
し
た
特
色

あ
る
教
育
と
関
係
人
口
の
増

加
、
森
林
里
山
整
備
と
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
推
進
を
核

に
つ
く
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
素
晴
ら
し
い
。
自
伐
型
林

業
の
推
進
で
広
葉
樹
「
ハ
ー

ド
ウ
ッ
ド
」
に
高
付
加
価
値

を
つ
け
た
高
級
家
具
な
ど
に

利
用
す
る
と
こ
ろ
が
日
本
の

カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
発
祥
の
地
み

な
か
み
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
認
定
は

ス
タ
ー
ト
で
、
よ
り
維
持
可

能
な
地
域
社
会
を
確
立
し
て

い
く
た
め
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ゴ
ー
ル
を

目
指
し

動
き
出

し
て
い

る
こ
と

が
感
じ

ら
れ
ま

し
た
。

■
廃
校
利
用
に
つ
い
て

泊
ま
れ
る
学
校
さ
る
小

　
平
成
20
年
３
月
で
廃
校
と

な
っ
た
猿
ヶ
京
小
学
校
を
活

用
し
て
平
成
24
年
４
月
よ
り

「
泊
ま
れ
る
学
校
　
さ
る

小
」
と
し
て
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
現
在
施
設
の
管
理
運

営
を
行
っ
て
い
る
の
は
一
般

社
団
法
人
猿
ヶ
京
小
学
校
ス

ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
で
あ

る
。
町
は
廃
校
と
な
っ
た
小

学
校
を
こ
の
団
体
に
貸
与
し

て
い
る
の
み
で
あ
り
宿
泊
施

設
に
す
る
た
め
の
必
要
な
改

修
工
事
な
ど
は
全
て
事
業
者

負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
観
光
振
興
に
つ
い
て

ア
ウ
ト
ド
ア
・

 
 
 
 
 
 

た
く
み
の
里

　
み
な
か
み
町
は
古
く
か
ら

ス
キ
ー
や
登
山
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あ
り
、
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も
利
根
川
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活
用
し
た
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ト
ド
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ク

テ
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ビ
テ
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多
く
行
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て
い
る
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た
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村
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里
」
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在
、
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齢
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誘
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。
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ウ
ト
ド
ア
天
国
」

み
な
か
み
町



す
る
う
え
に
於
い
て
極
め
て

重
要
な
問
題
と
捉
え
て
い
る

が
、
正
直
な
と
こ
ろ
決
定
的

な
解
決
策
が
見
い
だ
せ
な
い

の
が
実
状
で
あ
る
。
こ
の
厳

し
い
状
況
の
な
か
で
考
え
て

い
る
の
は
、
人
口
が
減
少
し

て
も
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
、

人
々
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
よ
う
な
町
づ
く
り
に
な
る

か
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
　

　
　
　
平
成
28
年
度
か
ら        

　
　
　
令
和
７
年
度
ま
で
の

10
カ
年
を
対
象
と
し
た
第
５

次
長
野
原
町
総
合
計
画
は
今

年
度
で
前
期
の
５
年
目
を
終

え
る
。
こ
の
総
合
計
画
に
示

さ
れ
た
７
つ
の
基
本
目
標

（
①
産
業
・
雇
用
、
②
教
育
、

③
保
険
・
福
祉
・
子
育
て
、

④
イ
ン
フ
ラ
整
備
・
環
境
保

全
、
⑤
住
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
、
⑥
防
犯
・
防
災
・
交

通
安
全
、
⑦
ダ
ム
関
連
事

業
）
の
達
成
度
と
各
18
施
策

の
実
施
状
況
と
評
価
結
果
を

伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
７
つ
の
基
本    

         

目
標
の
達
成
度
と
し

て
①
産
業
に
つ
い
て
は
浅
間

山
北
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認

定
・
ダ
ム
周
辺
の
地
域
振
興

施
設
の
完
成
・
起
業
支
援
補

助
金
活
用
に
よ
る
新
規
創
業

増
加
の
進
捗
。
②
教
育
で
は

学
校
統
合
の
決
定
・
中
央
、

応
桑
両
幼
稚
園
の
子
ど
も
園

化
・
給
食
費
の
無
料
化
・
新

図
書
室
の
充
実
。
③
保
険
・

福
祉
・
子
育
て
で
は
「
や
ま

ど
り
」
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

化
・
児
童
発
達
支
援
施
設
の

開
所
・
外
出
支
援
バ
ス
、
移

動
販
売
車
の
運
行
開
始
。
④

イ
ン
フ
ラ
整
備
・
環
境
保
全

で
は
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化

計
画
の
推
進
・
空
き
家
対
策

計
画
の
策
定
。
⑤
住
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
で
は
「
つ
な

ぐ
カ
ン
パ
ニ
ー
な
が
の
は

ら
」
の
活
動
開
始
。
⑥
防

犯
・
防
災
・
交
通
安
全
で
は

地
区
主
体
に
よ
る
自
主
避
難

計
画
策
定
と
避
難
訓
練
実
施

の
取
り
組
み
開
始
。
⑦
ダ
ム

関
連
事
業
で
は
周
辺
の
地
域

ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２６　 １０１１　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２６

星河　明彦　議員
ほしかわ あきひこ

ここが知りたい！

一 般 質 問

総合計画で示された７つの基本

項目の達成度は

各
基
本
項
目
で
の
成
果
と
課
題
を

感
じ
て
い
る

振
興
施
設
が
概
ね
完
成
し
た

こ
と
な
ど
７
つ
の
基
本
目
標

に
そ
れ
ぞ
れ
成
果
が
あ
げ
ら

れ
る
が
、
一
部
に
は
今
後
の

課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
現
状

で
あ
る
。
こ
の
総
合
計
画
の

基
本
計
画
に
つ
い
て
は
総
合

計
画
に
基
づ
き
制
定
し
た
地

方
創
生
総
合
戦
略
に
置
き
換

え
計
画
の
実
施
を
行
っ
て
お

り
今
後
も
、
こ
の
総
合
戦
略

に
基
づ
き
計
画
の
実
施
を
行

う
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
総
合
計
画
は
こ
れ
か      

　
　
　
ら
後
半
に
入
る
が
、

今
後
心
配
さ
れ
る
問
題
と
し

て
人
口
減
少
が
あ
る
と
思
う

が
、
人
口
減
少
は
様
々
な
分

野
に
於
い
て
負
の
ス
パ
イ
ラ

ル
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ

る
が
、
人
口
減
少
を
抑
制
す

る
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
町
長
　
人
口
減
少
問

　
　
　
題
は
少
子
高
齢
化
と

共
通
し
た
全
国
的
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
は
行
政
を
執
行

学識者や関係機関から
なる協議会で議論

議会傍聴のご案内

一 般 質 問
ここが知りたい！

※紙面の都合により要約・省略などの編集を行っておりますのでご了承ください。

※アクリルパーティションを設置しているため、写真によりマスクを外しています。

質 問 者

星河　明彦　議員

萩原　宗仁　議員

冨澤　重男　議員

牧山　　明　議員

梶野　寛丈　議員

質 問 内 容 ペ ー ジ

11

12

13

14

15

　議会定例会や臨時会の様子はど

なたでも傍聴できます。（９月定

例会より本会議前に開催される全

員協議会も傍聴可能となりました

。）傍聴される際は議会開催日に

議場までお越しいただき、受付票

に必須事項を記入した後、受付箱

に投函して傍聴をお願いします。な

お開会時間は開催日により異なり

「くらしのカレンダー」などで掲

載している日程も変更となる場合

があります。

あなたも議会を
傍聴しませんか？

　また新型コロナウイルス感染拡

大防止のため発熱など体調の悪い

方の傍聴はご遠慮いただいていま

す。尚、傍聴の際は必ずマスクの

着用をお願いします。

傍聴を希望される方はあらかじめ

長野原町議会事務局（☎0279-82-

3019）までお問い合わせ下さい。

令和３年３月定例会

４日（木）

1１日（木）

1８日（木）

令和３年

２月１７日（水）

次回定例会は…

臨時会を
開催します

第５次長野原町総合計画前期基本計画の
達成度と後期基本計画策定状況について

コロナ禍に於いての関係人口増加について

農地、農業政策について

①新型コロナウイルス感染症拡大を防ぐ
　対策強化を
②町の総合計画見直しに早期着手を

住民への情報提供と発信について



す
る
う
え
に
於
い
て
極
め
て

重
要
な
問
題
と
捉
え
て
い
る

が
、
正
直
な
と
こ
ろ
決
定
的

な
解
決
策
が
見
い
だ
せ
な
い

の
が
実
状
で
あ
る
。
こ
の
厳

し
い
状
況
の
な
か
で
考
え
て

い
る
の
は
、
人
口
が
減
少
し

て
も
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
、

人
々
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
よ
う
な
町
づ
く
り
に
な
る

か
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
　

　
　
　
平
成
28
年
度
か
ら        

　
　
　
令
和
７
年
度
ま
で
の

10
カ
年
を
対
象
と
し
た
第
５

次
長
野
原
町
総
合
計
画
は
今

年
度
で
前
期
の
５
年
目
を
終

え
る
。
こ
の
総
合
計
画
に
示

さ
れ
た
７
つ
の
基
本
目
標

（
①
産
業
・
雇
用
、
②
教
育
、

③
保
険
・
福
祉
・
子
育
て
、

④
イ
ン
フ
ラ
整
備
・
環
境
保

全
、
⑤
住
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
、
⑥
防
犯
・
防
災
・
交

通
安
全
、
⑦
ダ
ム
関
連
事

業
）
の
達
成
度
と
各
18
施
策

の
実
施
状
況
と
評
価
結
果
を

伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
７
つ
の
基
本    

         

目
標
の
達
成
度
と
し

て
①
産
業
に
つ
い
て
は
浅
間

山
北
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認

定
・
ダ
ム
周
辺
の
地
域
振
興

施
設
の
完
成
・
起
業
支
援
補

助
金
活
用
に
よ
る
新
規
創
業

増
加
の
進
捗
。
②
教
育
で
は

学
校
統
合
の
決
定
・
中
央
、

応
桑
両
幼
稚
園
の
子
ど
も
園

化
・
給
食
費
の
無
料
化
・
新

図
書
室
の
充
実
。
③
保
険
・

福
祉
・
子
育
て
で
は
「
や
ま

ど
り
」
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

化
・
児
童
発
達
支
援
施
設
の

開
所
・
外
出
支
援
バ
ス
、
移

動
販
売
車
の
運
行
開
始
。
④

イ
ン
フ
ラ
整
備
・
環
境
保
全

で
は
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化

計
画
の
推
進
・
空
き
家
対
策

計
画
の
策
定
。
⑤
住
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
で
は
「
つ
な

ぐ
カ
ン
パ
ニ
ー
な
が
の
は

ら
」
の
活
動
開
始
。
⑥
防

犯
・
防
災
・
交
通
安
全
で
は

地
区
主
体
に
よ
る
自
主
避
難

計
画
策
定
と
避
難
訓
練
実
施

の
取
り
組
み
開
始
。
⑦
ダ
ム

関
連
事
業
で
は
周
辺
の
地
域

ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２６　 １０１１　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２６

星河　明彦　議員
ほしかわ あきひこ

ここが知りたい！

一 般 質 問

総合計画で示された７つの基本

項目の達成度は

各
基
本
項
目
で
の
成
果
と
課
題
を

感
じ
て
い
る

振
興
施
設
が
概
ね
完
成
し
た

こ
と
な
ど
７
つ
の
基
本
目
標

に
そ
れ
ぞ
れ
成
果
が
あ
げ
ら

れ
る
が
、
一
部
に
は
今
後
の

課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
現
状

で
あ
る
。
こ
の
総
合
計
画
の

基
本
計
画
に
つ
い
て
は
総
合

計
画
に
基
づ
き
制
定
し
た
地

方
創
生
総
合
戦
略
に
置
き
換

え
計
画
の
実
施
を
行
っ
て
お

り
今
後
も
、
こ
の
総
合
戦
略

に
基
づ
き
計
画
の
実
施
を
行

う
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
総
合
計
画
は
こ
れ
か      

　
　
　
ら
後
半
に
入
る
が
、

今
後
心
配
さ
れ
る
問
題
と
し

て
人
口
減
少
が
あ
る
と
思
う

が
、
人
口
減
少
は
様
々
な
分

野
に
於
い
て
負
の
ス
パ
イ
ラ

ル
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ

る
が
、
人
口
減
少
を
抑
制
す

る
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
町
長
　
人
口
減
少
問

　
　
　
題
は
少
子
高
齢
化
と

共
通
し
た
全
国
的
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
は
行
政
を
執
行

学識者や関係機関から
なる協議会で議論

議会傍聴のご案内

一 般 質 問
ここが知りたい！

※紙面の都合により要約・省略などの編集を行っておりますのでご了承ください。

※アクリルパーティションを設置しているため、写真によりマスクを外しています。

質 問 者

星河　明彦　議員

萩原　宗仁　議員

冨澤　重男　議員

牧山　　明　議員

梶野　寛丈　議員

質 問 内 容 ペ ー ジ

11

12

13

14

15

　議会定例会や臨時会の様子はど

なたでも傍聴できます。（９月定

例会より本会議前に開催される全

員協議会も傍聴可能となりました

。）傍聴される際は議会開催日に

議場までお越しいただき、受付票

に必須事項を記入した後、受付箱

に投函して傍聴をお願いします。な

お開会時間は開催日により異なり

「くらしのカレンダー」などで掲

載している日程も変更となる場合

があります。

あなたも議会を
傍聴しませんか？

　また新型コロナウイルス感染拡

大防止のため発熱など体調の悪い

方の傍聴はご遠慮いただいていま

す。尚、傍聴の際は必ずマスクの

着用をお願いします。

傍聴を希望される方はあらかじめ

長野原町議会事務局（☎0279-82-

3019）までお問い合わせ下さい。

令和３年３月定例会

４日（木）

1１日（木）

1８日（木）

令和３年

２月１７日（水）

次回定例会は…

臨時会を
開催します

第５次長野原町総合計画前期基本計画の
達成度と後期基本計画策定状況について

コロナ禍に於いての関係人口増加について

農地、農業政策について

①新型コロナウイルス感染症拡大を防ぐ
　対策強化を
②町の総合計画見直しに早期着手を

住民への情報提供と発信について



ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２６　 １２１３　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１２６

萩原　宗仁　議員
はぎわら むねひと

冨澤　重男　議員
とみざわ しげお

ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

人
口
の
維
持
増
加
に
つ
い
て

の
方
針
・
施
策
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
新
聞
報
道
の

　
　
　
各
数
値
は
２
０
２
０

年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
速
報

値
と
理
解
し
て
い
る
。

　
長
野
原
町
に
於
い
て
も
５

年
前
と
比
較
し
農
業
従
事
者

数
・
農
業
経
営
体
な
ど
数
値

に
減
少
結
果
が
見
ら
れ
て
い

る
が
平
均
年
齢
な
ど
は
若
干

若
返
り
を
見
せ
て
い
る
。
今

後
正
式
な
統
計
結
果
を
参
考

に
町
の
農
業
の
現
状
を
把
握

し
て
行
き
た
い
。
次
に
農
地

の
改
良
集
約
、
就
農
人
口
の

維
持
増
加
方
針
・
施
策
に
つ

い
て
、
現
在
日
本
全
体
の
農

業
を
見
て
も
高
齢
化
と
担
い

手
不
足
は
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
中
で
、
当
町
で

は
酪
農
家
も
野
菜
農
家
も
若

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
テ
レ
ワ 

　
　
　
ー
ク
等
が
急
速
に
普

及
す
る
事
で
働
き
方
改
革
が

本
質
的
に
進
み
、
関
係
人
口

を
増
や
そ
う
と
し
て
い
る
地

域
に
と
っ
て
、
対
象
と
な
る

人
の
パ
イ
（
市
場
規
模
）
が

増
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
長
野
原
町
に

居
な
が
ら
仕
事
の
環
境
を
整

え
て
行
く
事
に
よ
り
空
き
家

対
策
や
人
口
及
び
関
係
人
口

の
増
加
に
活
用
で
き
る
と

思
う
が
町
長
の
考
え
は
。

　
　
　
町
長
　
コ
ロ
ナ
禍
で

　
　
　
の
テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ

モ
ー
ト
会
議
の
普
及
は
都
市

部
の
密
集
を
避
け
、
環
境
の

い
い
場
所
で
仕
事
を
し
た

い
、
暮
ら
し
た
い
と
い
う

ニ
ー
ズ
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

に
も
な
り
、
首
都
圏
と
の
近

さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
移
住
定

住
施
策
を
進
め
る
自
治
体
に

と
り
好
機
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
長
野
原
町
は
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
仕
事
を
し
易

く
す
る
通
信
環
境
が
整
備
さ

れ
て
お
り
、
情
報
格
差
は
少

な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た

来
年
度
よ
り
新
た
な
移
住
促

進
の
た
め
の
施
策
を
国
の
補

助
を
受
け
て
、
北
軽
井
沢
地

区
を
中
心
に
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。

若い農業後継者の育成施策を
コロナ禍での関係人口等の増加策と

空き家対策は？

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し

関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
し
推
進

民
間
企
業
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を

推
進
し
た
い
。

　
　
　
過
日
、
地
元
の
新
聞

　
　
　
で
報
道
さ
れ
た
農
業

関
連
の
報
道
に
よ
る
と
県
内

の
基
幹
的
農
業
従
事
者
数
・

平
均
年
齢
・
農
業
経
営
体

数
・
耕
地
面
積
等
の
そ
れ
ぞ

れ
の
数
値
を
５
年
前
と
比
較

し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
に
よ
る
と
そ
れ
ぞ

れ
の
数
値
が
皆
減
少
に
転
じ

て
い
る
実
態
が
あ
っ
た
が
、

長
野
原
町
の
実
態
は
ど
う
推

移
し
て
い
る
か
。
ま
た
本
町

の
農
業
は
応
桑
、
北
軽
井
沢

地
区
を
除
き
小
規
模
、
且
つ

高
齢
化
が
進
ん
で
る
。
高
齢

化
率
37
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

人
口
減
少
が
進
ん
で
行
く
中

で
若
い
後
継
者
、
意
欲
あ
る

後
継
者
を
育
て
る
こ
と
は
人

口
減
少
対
策
に
も
繋
が
り
重

要
な
施
策
と
考
え
る
。
そ
こ

で
農
地
の
改
良
集
約
、
就
農

い
担
い
手
が
地
域
を
支
え
て

い
る
。
認
定
農
業
者
制
度
の

推
進
や
農
地
集
積
を
進
め
る

た
め
の
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
の
策
定
を
進
め
て
行

き
、
今
後
も
町
行
政
と
議
会

を
は
じ
め
農
業
関
係
団
体
と

連
携
を
図
り
農
業
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
行
き
た

い
。

　
　
　
重
要
な
基
幹
産
業
で

　
　
　
あ
る
農
業
政
策
を
推

進
し
て
い
く
中
で
、
今
後
の

後
継
者
の
育
成
な
ど
の
問
題

に
対
し
て
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
な
ど
の
組
織
を
活

用
し
た
取
り
組
み
な
ど
も
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
関
係
人
口
を
増
や
す

　
　
　
に
は
長
野
原
町
の

フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
が
大

事
だ
と
思
う
。
こ
う
し
た

フ
ァ
ン
を
引
き
つ
け
る
た
め

の
町
長
の
思
う
長
野
原
町
の

最
大
の
魅
力
は
何
だ
と
思
う

か
。
ま
た
例
え
ば
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
の
モ
デ
ル
ハ
ウ

ス
の
よ
う
な
も
の
を
造
り
Ｐ

Ｒ
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
町
長
　
首
都
圏
に
近

　
　
　
く
、
自
然
環
境
の
素

晴
ら
し
さ
、
ま
た
八
ッ
場
ダ

ム
完
成
に
よ
る
新
た
な
観
光

エ
リ
ア
の
誕
生
な
ど
長
野
原

町
は
魅
力
溢
れ
る
町
だ
と
思

う
。
こ
う
し
た
中
で
も
移
住

を
希
望
す
る
人
達
の
個
々
の

ニ
ー
ズ
は
様
々
で
あ
り
、
こ

れ
を
把
握
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
と
思
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
う
し
た
長
野
原
町
の

魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
は
出

来
る
と
思
う
。
以
前
よ
り
移

住
定
住
促
進
の
問
題
は
行
政

の
み
で
実
施
す
る
べ
き
で
な

い
と
感
じ
て
い
る
。
民
間
の

ビ
ジ
ネ
ス
力
、
情
報
発
信
力

な
ど
も
行
政
に
は
な
い
素
晴

ら
し
い
も
の
が
あ
り
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
こ
と

に
関
し
て
も
民
間
の
情
報
発

信
力
に
期
待
を
し
て
い
る
。

ま
た
来
年
度
は
国
の
補
助
金

を
活
用
し
た
空
き
家
対
策
の

実
施
も
考
え
て
い
る
。

　
　
　
町
長
　
長
野
原
町
の

　
　
　
農
業
形
態
は
耕
地
面

積
の
広
い
応
桑
・
北
軽
井
沢

の
南
部
地
区
と
耕
地
面
積
の

比
較
的
狭
い
中
部
や
北
部
地

区
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の

形
態
の
異
な
る
農
地
を
同
じ

政
策
で
考
え
る
こ
と
は
適
切

で
は
な
い
と
思
う
。
課
題
と

な
る
の
は
耕
作
放
棄
地
が
目

立
つ
中
部
・
北
部
地
区
の
農

地
で
あ
る
と
思
う
が
、
い
ま

農
業
を
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
が
増
え
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
空
き
家
対
策

と
絡
め
た
取
り
組
み
も
可
能

性
を
感
じ
て
い
る
。
農
家
で

な
い
人
が
農
地
を
取
得
す
る

に
は
農
地
法
と
の
関
連
も
あ

り
課
題
も
あ
る
と
思
う
が
、

今
後
こ
う
し
た
取
り
組
み
も

視
野
に
入
れ
て
行
き
た
い
。
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萩原　宗仁　議員
はぎわら むねひと

冨澤　重男　議員
とみざわ しげお

ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

人
口
の
維
持
増
加
に
つ
い
て

の
方
針
・
施
策
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
新
聞
報
道
の

　
　
　
各
数
値
は
２
０
２
０

年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
速
報

値
と
理
解
し
て
い
る
。

　
長
野
原
町
に
於
い
て
も
５

年
前
と
比
較
し
農
業
従
事
者

数
・
農
業
経
営
体
な
ど
数
値

に
減
少
結
果
が
見
ら
れ
て
い

る
が
平
均
年
齢
な
ど
は
若
干

若
返
り
を
見
せ
て
い
る
。
今

後
正
式
な
統
計
結
果
を
参
考

に
町
の
農
業
の
現
状
を
把
握

し
て
行
き
た
い
。
次
に
農
地

の
改
良
集
約
、
就
農
人
口
の

維
持
増
加
方
針
・
施
策
に
つ

い
て
、
現
在
日
本
全
体
の
農

業
を
見
て
も
高
齢
化
と
担
い

手
不
足
は
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
中
で
、
当
町
で

は
酪
農
家
も
野
菜
農
家
も
若

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
テ
レ
ワ 

　
　
　
ー
ク
等
が
急
速
に
普

及
す
る
事
で
働
き
方
改
革
が

本
質
的
に
進
み
、
関
係
人
口

を
増
や
そ
う
と
し
て
い
る
地

域
に
と
っ
て
、
対
象
と
な
る

人
の
パ
イ
（
市
場
規
模
）
が

増
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
長
野
原
町
に

居
な
が
ら
仕
事
の
環
境
を
整

え
て
行
く
事
に
よ
り
空
き
家

対
策
や
人
口
及
び
関
係
人
口

の
増
加
に
活
用
で
き
る
と

思
う
が
町
長
の
考
え
は
。

　
　
　
町
長
　
コ
ロ
ナ
禍
で

　
　
　
の
テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ

モ
ー
ト
会
議
の
普
及
は
都
市

部
の
密
集
を
避
け
、
環
境
の

い
い
場
所
で
仕
事
を
し
た

い
、
暮
ら
し
た
い
と
い
う

ニ
ー
ズ
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

に
も
な
り
、
首
都
圏
と
の
近

さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
移
住
定

住
施
策
を
進
め
る
自
治
体
に

と
り
好
機
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
長
野
原
町
は
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
仕
事
を
し
易

く
す
る
通
信
環
境
が
整
備
さ

れ
て
お
り
、
情
報
格
差
は
少

な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た

来
年
度
よ
り
新
た
な
移
住
促

進
の
た
め
の
施
策
を
国
の
補

助
を
受
け
て
、
北
軽
井
沢
地

区
を
中
心
に
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。

若い農業後継者の育成施策を
コロナ禍での関係人口等の増加策と

空き家対策は？

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し

関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
し
推
進

民
間
企
業
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を

推
進
し
た
い
。

　
　
　
過
日
、
地
元
の
新
聞

　
　
　
で
報
道
さ
れ
た
農
業

関
連
の
報
道
に
よ
る
と
県
内

の
基
幹
的
農
業
従
事
者
数
・

平
均
年
齢
・
農
業
経
営
体

数
・
耕
地
面
積
等
の
そ
れ
ぞ

れ
の
数
値
を
５
年
前
と
比
較

し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
に
よ
る
と
そ
れ
ぞ

れ
の
数
値
が
皆
減
少
に
転
じ

て
い
る
実
態
が
あ
っ
た
が
、

長
野
原
町
の
実
態
は
ど
う
推

移
し
て
い
る
か
。
ま
た
本
町

の
農
業
は
応
桑
、
北
軽
井
沢

地
区
を
除
き
小
規
模
、
且
つ

高
齢
化
が
進
ん
で
る
。
高
齢

化
率
37
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

人
口
減
少
が
進
ん
で
行
く
中

で
若
い
後
継
者
、
意
欲
あ
る

後
継
者
を
育
て
る
こ
と
は
人

口
減
少
対
策
に
も
繋
が
り
重

要
な
施
策
と
考
え
る
。
そ
こ

で
農
地
の
改
良
集
約
、
就
農

い
担
い
手
が
地
域
を
支
え
て

い
る
。
認
定
農
業
者
制
度
の

推
進
や
農
地
集
積
を
進
め
る

た
め
の
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
の
策
定
を
進
め
て
行

き
、
今
後
も
町
行
政
と
議
会

を
は
じ
め
農
業
関
係
団
体
と

連
携
を
図
り
農
業
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
行
き
た

い
。

　
　
　
重
要
な
基
幹
産
業
で

　
　
　
あ
る
農
業
政
策
を
推

進
し
て
い
く
中
で
、
今
後
の

後
継
者
の
育
成
な
ど
の
問
題

に
対
し
て
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
な
ど
の
組
織
を
活

用
し
た
取
り
組
み
な
ど
も
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
関
係
人
口
を
増
や
す

　
　
　
に
は
長
野
原
町
の

フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
が
大

事
だ
と
思
う
。
こ
う
し
た

フ
ァ
ン
を
引
き
つ
け
る
た
め

の
町
長
の
思
う
長
野
原
町
の

最
大
の
魅
力
は
何
だ
と
思
う

か
。
ま
た
例
え
ば
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
の
モ
デ
ル
ハ
ウ

ス
の
よ
う
な
も
の
を
造
り
Ｐ

Ｒ
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
町
長
　
首
都
圏
に
近

　
　
　
く
、
自
然
環
境
の
素

晴
ら
し
さ
、
ま
た
八
ッ
場
ダ

ム
完
成
に
よ
る
新
た
な
観
光

エ
リ
ア
の
誕
生
な
ど
長
野
原

町
は
魅
力
溢
れ
る
町
だ
と
思

う
。
こ
う
し
た
中
で
も
移
住

を
希
望
す
る
人
達
の
個
々
の

ニ
ー
ズ
は
様
々
で
あ
り
、
こ

れ
を
把
握
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
と
思
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
う
し
た
長
野
原
町
の

魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
は
出

来
る
と
思
う
。
以
前
よ
り
移

住
定
住
促
進
の
問
題
は
行
政

の
み
で
実
施
す
る
べ
き
で
な

い
と
感
じ
て
い
る
。
民
間
の

ビ
ジ
ネ
ス
力
、
情
報
発
信
力

な
ど
も
行
政
に
は
な
い
素
晴

ら
し
い
も
の
が
あ
り
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
こ
と

に
関
し
て
も
民
間
の
情
報
発

信
力
に
期
待
を
し
て
い
る
。

ま
た
来
年
度
は
国
の
補
助
金

を
活
用
し
た
空
き
家
対
策
の

実
施
も
考
え
て
い
る
。

　
　
　
町
長
　
長
野
原
町
の

　
　
　
農
業
形
態
は
耕
地
面

積
の
広
い
応
桑
・
北
軽
井
沢

の
南
部
地
区
と
耕
地
面
積
の

比
較
的
狭
い
中
部
や
北
部
地

区
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の

形
態
の
異
な
る
農
地
を
同
じ

政
策
で
考
え
る
こ
と
は
適
切

で
は
な
い
と
思
う
。
課
題
と

な
る
の
は
耕
作
放
棄
地
が
目

立
つ
中
部
・
北
部
地
区
の
農

地
で
あ
る
と
思
う
が
、
い
ま

農
業
を
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
が
増
え
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
空
き
家
対
策

と
絡
め
た
取
り
組
み
も
可
能

性
を
感
じ
て
い
る
。
農
家
で

な
い
人
が
農
地
を
取
得
す
る

に
は
農
地
法
と
の
関
連
も
あ

り
課
題
も
あ
る
と
思
う
が
、

今
後
こ
う
し
た
取
り
組
み
も

視
野
に
入
れ
て
行
き
た
い
。
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梶野　寛丈　議員
かじの ひろたけ

牧山　　明　議員
まきやま あきら

ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

　
　
　
コ
ロ
ナ
対
策
で
町
が

　
　
　
今
す
ぐ
に
出
来
る
事

と
し
て
公
共
施
設
に
お
け
る

手
指
消
毒
液
の
配
置
や
ト
イ

レ
の
便
座
消
毒
が
誰
に
で
も

で
き
る
よ
う
な
備
品
の
配
置
、

ま
た
コ
ロ
ナ
関
連
で
町
内
の

病
院
に
於
け
る
検
査
体
制
や

受
診
可
能
情
報
な
ど
を
示
し

た
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
付
す
る

な
ど
は
早
急
に
実
施
す
べ
き

と
思
う
。
次
に
地
域
振
興
・

人
口
対
策
の
主
力
は
地
場
産

業
の
保
護
育
成
に
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
是
非
こ
う
し
た

視
点
を
意
識
し
た
総
合
計
画

の
練
り
直
し
を
行
っ
て
も
ら

い
た
い
。

媒
体
と
防
災
無
線
に
よ
る
情

報
取
得
の
方
が
大
半
を
占
め
、

携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
利
用

は
少
な
い
結
果
で
あ
っ
た
。

今
後
は
よ
り
多
く
の
町
民
に

伝
わ
る
情
報
発
信
と
し
て
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
情
報
発
信

の
拡
充
と
オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
登
録
強
化
、
テ
レ
ビ
を
利

用
し
た
情
報
発
信
事
業
を
進

め
て
行
き
た
い
。
　
　
　

　
　
　
町
内
に
は
「
広
報
な

　
　
　
が
の
は
ら
」
や
「
議

会
だ
よ
り
」
な
ど
の
町
の
広

報
紙
等
の
情
報
関
連
の
配
付

物
が
届
い
て
い
な
い
世
帯
が

沢
山
あ
る
。
こ
う
し
た
実
状

を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め

に
配
付
方
法
に
つ
い
て
検
討

を
し
た
ら
ど
う
か
。
ま
た
時

代
の
変
化
に
伴
う
情
報
発
信

は
重
要
で
あ
り
、
例
え
ば
防

災
無
線
と
ス
マ
ホ
な
ど
を
連

動
さ
せ
た
情
報
伝
達
な
ど
の

方
法
や
現
在
の
行
政
か
ら
の

一
方
的
な
情
報
提
供
の
方
法

を
住
民
と
の
相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
よ

う
な
ア
プ
リ
を
開
発
し
住
民

の
要
望
や
安
否
確
認
が
と
れ

る
方
法
も
可
能
と
思
う
が
ど

う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　    

　
　
　
町
長
　
町
の
総
世
帯

　
　
　
数
約
２
５
０
０
世
帯

の
内
４
０
０
世
帯
程
に
町
の

広
報
紙
な
ど
が
配
付
さ
れ
な

い
状
況
が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
承
知
し
て
い
る
。
組
な

ど
の
組
織
に
入
っ
て
い
な
い

な
ど
理
由
は
様
々
で
あ
る

が
、
こ
う
し
た
状
況
を
含
め

全
町
的
に
広
報
紙
等
の
配
付

希
望
状
況
な
ど
を
調
査
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
防
災
無
線

町民への情報発信方法の改善・

構想は？

①新型コロナウイルス感染拡大に

対する迅速な対応を

②総合計画見直しに早期着手を

①
町
で
出
来
る
こ
と
を
迅
速
に
対
応
し
て
い
く

②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
視
野
に
対
応

　
　
　
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　
　
　
ル
ス
の
感
染
拡
大
が

全
国
的
に
広
が
り
を
見
せ
て

い
る
中
で
、
町
と
し
て
も
迅

速
な
感
染
防
止
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

②
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
学
校

統
合
、
空
き
家
校
舎
利
用
、

地
域
振
興
、
若
者
定
住
、
人

口
増
加
対
策
な
ど
新
た
に
加

わ
っ
た
諸
問
題
も
含
め
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
視
野
に
入
れ
た
総
合

計
画
作
成
に
早
期
に
着
手
す

べ
き
と
思
う
が
町
長
の
考
え

は
。

　
　
　
町
長
　
①
広
報
等
で

　
　
　
新
し
い
生
活
様
式
の

実
践
や
注
意
喚
起
な
ど
の
対

策
を
講
じ
て
い
る
が
、
次
な

る
有
効
な
手
段
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

時
期
は
未
定
で
あ
る
が
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
可
能
と
な
る
時

期
に
合
わ
せ
て
早
急
に
接
種

開
始
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
き
た
い
。

②
町
で
は
総
合
計
画
に
基
づ

い
て
制
定
し
た
地
方
創
生
総

合
戦
略
を
基
本
計
画
と
し
施

策
を
推
進
し
て
き
て
い
る
。

こ
の
計
画
は
平
成
27
年
度
か

ら
令
和
６
年
度
が
計
画
期
間

と
な
っ
て
お
り
令
和
２
年
度

よ
り
後
半
の
第
２
期
総
合
戦

略
が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
第

２
期
計
画
は
議
員
指
摘
の
諸

問
題
を
は
じ
め
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
り
組
み
を
含
ん
だ
計
画
と

な
っ
て
い
る
が
感
染
症
な
ど

の
諸
問
題
に
も
柔
軟
な
対
応

が
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。
　

　
　
　
町
長
　
公
共
施
設
な

　
　
　
ど
で
の
手
指
消
毒
関

連
や
町
内
の
病
院
に
お
け
る

コ
ロ
ナ
関
連
の
情
報
提
供
な

ど
に
つ
い
て
は
町
民
の
皆
様

に
寄
り
添
い
な
が
ら
必
要
な

対
策
、
必
要
な
発
信
に
努
め

て
い
き
た
い
。
ま
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
誰

一
人
と
し
て
取
り
残
さ
な
い

と
い
う
点
で
あ
る
。
今
後
も

行
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
多

く
の
住
民
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し

た
行
政
運
営
と
し
た
い
。

　
　
　
現
在
、
町
で
は
広
報

　
　
　
紙
や
チ
ラ
シ
等
の
紙

媒
体
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
情
報
の
提
供
を
行
っ
て

い
る
が
、
こ
う
し
た
現
状
の

課
題
を
伺
い
た
い
。
ま
た
時

代
の
変
化
に
伴
い
Ｉ
Ｔ
化
や

Ｉ
Ｏ
Ｔ
化
が
よ
り
進
ん
で
い

く
中
、
今
後
の
情
報
提
供
や

発
信
に
つ
い
て
改
善
や
構
想

を
伺
い
た
い
。 

　
　
　

　
　
　
町
長
　
現
在
、
町
民

　
　
　
の
皆
様
へ
の
情
報
提

供
と
発
信
に
つ
い
て
は
広
報

紙
や
防
災
無
線
及
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
提
供
し
て
い
る
。

防
災
無
線
に
つ
い
て
は
昨
年

度
よ
り
品
質
向
上
の
た
め
の

整
備
を
行
っ
て
お
り
、
情
報

伝
達
の
状
況
把
握
の
た
め
に

町
民
65
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
は
広
報
紙
や
回
覧
板
等
紙

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
、
オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
の

登
録
強
化
、テ
レ
ビ
等
の
利
用
促
進

と
ス
マ
ホ
の
連
動
に
つ
い
て

は
、
今
は
正
に
情
報
伝
達
の

過
渡
期
に
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
む
に
つ
れ
住
民
一
人

一
人
に
対
応
し
た
情
報
伝
達

も
可
能
と
な
る
よ
う
な
時
が

訪
れ
、
住
民
と
行
政
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
よ
り

円
滑
に
な
る
と
思
う
反
面
、

地
域
と
地
域
・
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
な
ど
の
ア
ナ
ロ
グ

の
部
分
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
育
む
こ
と
も
行
政

の
重
要
な
役
目
で
あ
る
。
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ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

　
　
　
コ
ロ
ナ
対
策
で
町
が

　
　
　
今
す
ぐ
に
出
来
る
事

と
し
て
公
共
施
設
に
お
け
る

手
指
消
毒
液
の
配
置
や
ト
イ

レ
の
便
座
消
毒
が
誰
に
で
も

で
き
る
よ
う
な
備
品
の
配
置
、

ま
た
コ
ロ
ナ
関
連
で
町
内
の

病
院
に
於
け
る
検
査
体
制
や

受
診
可
能
情
報
な
ど
を
示
し

た
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
付
す
る

な
ど
は
早
急
に
実
施
す
べ
き

と
思
う
。
次
に
地
域
振
興
・

人
口
対
策
の
主
力
は
地
場
産

業
の
保
護
育
成
に
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
是
非
こ
う
し
た

視
点
を
意
識
し
た
総
合
計
画

の
練
り
直
し
を
行
っ
て
も
ら

い
た
い
。

媒
体
と
防
災
無
線
に
よ
る
情

報
取
得
の
方
が
大
半
を
占
め
、

携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
利
用

は
少
な
い
結
果
で
あ
っ
た
。

今
後
は
よ
り
多
く
の
町
民
に

伝
わ
る
情
報
発
信
と
し
て
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
情
報
発
信

の
拡
充
と
オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
登
録
強
化
、
テ
レ
ビ
を
利

用
し
た
情
報
発
信
事
業
を
進

め
て
行
き
た
い
。
　
　
　

　
　
　
町
内
に
は
「
広
報
な

　
　
　
が
の
は
ら
」
や
「
議

会
だ
よ
り
」
な
ど
の
町
の
広

報
紙
等
の
情
報
関
連
の
配
付

物
が
届
い
て
い
な
い
世
帯
が

沢
山
あ
る
。
こ
う
し
た
実
状

を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め

に
配
付
方
法
に
つ
い
て
検
討

を
し
た
ら
ど
う
か
。
ま
た
時

代
の
変
化
に
伴
う
情
報
発
信

は
重
要
で
あ
り
、
例
え
ば
防

災
無
線
と
ス
マ
ホ
な
ど
を
連

動
さ
せ
た
情
報
伝
達
な
ど
の

方
法
や
現
在
の
行
政
か
ら
の

一
方
的
な
情
報
提
供
の
方
法

を
住
民
と
の
相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
よ

う
な
ア
プ
リ
を
開
発
し
住
民

の
要
望
や
安
否
確
認
が
と
れ

る
方
法
も
可
能
と
思
う
が
ど

う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　    

　
　
　
町
長
　
町
の
総
世
帯

　
　
　
数
約
２
５
０
０
世
帯

の
内
４
０
０
世
帯
程
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町
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配
付
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い
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。
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含
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配
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Ｇ
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①
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が
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。



編
集
後
記

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
、

色
々
な
行
事
が
縮
小
、
中
止

に
な
る
な
ど
今
ま
で
に
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
コ
ロ
ナ
禍

で
過
ご
す
一
年
間
で
し
た
。

議
場
に
於
い
て
も
マ
ス
ク
着

用
は
勿
論
の
こ
と
飛
沫
感
染

対
策
ア
ク
リ
ル
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
の
設
置
、
昼
食
事
も

よ
り
広
い
委
員
会
室
で
行
う

な
ど
三
密
を
防
ぐ
感
染
対
策

を
行
い
ま
し
た
。
一
日
も
早

い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で

す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
新
た
な
年
が
皆
様
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
も
の
と

な
り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

◎
広
報
委
員

　委
員
長

　黒
岩

　
　巧

　委

　員

　牧
山

　
　明

　
　
　
　
　萩
原

　宗
仁

　
　
　
　
　梶
野

　寛
丈

12月定例会の内容をお伝えします
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　令和2年12月23日（水）国県道改良等促進特別委員会（牧山　明委員長以下５名）の現地調査が実

施されました。当日は平成25年度より事業着手し令和2年11月に完了となった県道大笹北軽井沢線と

平成13年度より事業着手し、これまで3.8㎞の道路整備が完了し最終工区となっている小宿橋工区の

現地調査を実施しました。
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野
原
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議
会
だ
よ
り

「国県道改良等促進特別委員会」現地調査実施

ＱＲコードから議会

だよりをダウンロー

ドできます
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１
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号

令
和
３
年
1
月
２
６
日
発
行

県道大笹北軽井沢線視察状況
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
を
祈
っ
て


